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 他県（埼玉県・神奈川県）：2008 年 10 月 1～30 日 





どの欠損データのあるものを除き、251 名（男子：92 名、女子 159 名）を分析の対象とした。
更に、その後、質問紙に組み込んだ「虚偽項目（Ｌ項目）」の総得点で、高得点を示した調査対
象者（上位５％）の 13 名は「社会的望ましさ」に強く引かれた回答をしている可能性が高く、
信頼性に欠けると判断し、最終的に 238 名（男子：86 名（平均年齢＝21.09 歳、SD＝3.60、女




18 名、女子 53 名）を分析の対象とした。上述の「虚偽項目（L 項目）」の総得点で、高得点を
示す者はなく、すべてのデータは信頼性に足るものであると判断した。しかし男子のデータが












                                                          
注１  質問紙の構成についての詳細は、阿部洋子（2007）を参照されたい。 
注２  詳細な報告は『跡見学園女子大学文学部紀要第 49 号』（2014）を参照されたいが、本論文で「当為性」と
「領域判断」を取り上げるにあたり、「善さ」の程度の各項目は、全体および各項目において、クロンバックの   
α係数が、すべて 0.80 以上であり、項目水準での信頼性が高いことを付記しておく。 
注３  詳細な報告は『跡見学園女子大学コミュニケーション文化紀要第９号』（2015）を参照されたい。 
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②当為性：選定された 27 項目について、その行為は「必ずそうするべきだ：5 点～そうする必要































（第 1 因子）、 
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現代日本の青年期女子における道徳に関する意識構造 
「No.4 学校の先生に挨拶をする（90.57％：他県では 75.66％）」（第 1 因子）、 
「No.6 乗り物の中で、お年寄りに席をゆずる（90.57％：他県では 54.61％）」（第 1 因子）、 
「No.7 乗り物の中で、障害のある人、怪我をしている人に席をゆずる（98.11％：他県では 57.24％）」
（第 1 因子）、 
「No.11 社会のルールを守る（90.57％：他県では 54.61％）」（第 4 因子）、 
「No.12 法律を守る（98.11％：他県では 69.08％）」（第 4 因子）、 
「No.15 親孝行する（98.11％：他県では 81.58％）」（第 3 因子）、 
「No.26 自然を大切にする（90.57％：他県では 63.82％）」（第 2 因子）の 9 項目であった。 
 
次に「するべきだ」との回答が 90％未満 80％以上になった項目は、他県では 
「No.1 他人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う（87.50％：沖縄県では 96.23％）」
（第 1 因子）、 
「No.9 乗り物の中で、携帯電話で声を出して話をしない（87.50%：沖縄県では 88.68％）」（第 1
因子）、 
「No.14 家族揃って、食事をする（82.89％：沖縄県では 67.92％）」（第 1 因子）、 
「No.15 親孝行する（81.58％：沖縄県では 98.11％）」（第 3 因子）の 4 項目であったが、 
沖縄県では、 
「No.5 年上の人に対して敬語を使う（88.68％：他県では 96.05％：）」（第 1 因子）、 
「No.9 乗り物の中で、携帯電話で声を出して話をしない（88.68％：他県では 87.50%）」（第 4 因子）、 
「No.16 先祖のお墓参りに行く（83.02％：他県では 62.50％）」（第 3 因子）、 
「No.17 自分の先祖を大切に思う（81.13％：他県では 46.05％）」（第 3 因子）、 
「No.24 夢や目標を実現させるために、努力や辛抱をする（86.79％：他県では 42.76％）」（第 2 因子）、 
「No.25 夢や目標を持つ（86.79％：他県では 53.29％）」（第 2 因子）の 6 項目であった。 
 
次に「するべきだ」との回答が 80％未満 70％以上になった項目は、他県では 
「No.4 学校の先生に挨拶をする（75.66％：沖縄県では 90.57％）」（第 1 因子）、 
「No.21 自分の故郷を愛する。大切に思う（70.39％：沖縄県では 73.58％）」（第 4 因子）の 2 項目
であったが、 
沖縄県では、 
「No.3 近所の人に挨拶をする（79.25％：他県では 69.08％）」（第 1 因子）、 
「No.10 小学生・中学生が校則を守る（73.58％：他県では 57.89％）」（第 1 因子）、 
「No.13 年中行事を大切にする（75.47％：他県では 68.42％）」（第 3 因子）、 
「No.21 自分の故郷を愛する。大切に思う（73.58％：他県では 70.39％）」（第 2 因子）の 4 項目で
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次に、「するべきだ」の回答率が最も高いが、その比率が 70％未満 50％以上の項目は、他県では、 
「No.2 家族の人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う（60.53％：沖縄県では 92.45％）」
（第 1 因子）、 
「No.3 近所の人に挨拶をする（69.08％：沖縄県では 79.25％）」（第 1 因子）、 
「No.6 乗り物の中で、お年寄りに席をゆずる（54.61％：沖縄県では 90.57％）」（第 1 因子）、 
「No.7 乗り物の中で、障害のある人、怪我をしている人に席をゆずる（57.24％：沖縄県では
98.11％）」（第 1 因子）、 
「No.8 人間関係を大切にするために、自分の言いたいことを我慢する（55.92％：沖縄県では
13.21％）」（第 2 因子）、 
「No.10 小学生・中学生が校則を守る（57.89％：沖縄県では 73.58％）」（第 1 因子）、 
「No.11 社会のルールを守る（54.61％：沖縄県では 90.57％）」（第 1 因子）、 
「No.12 法律を守る（69.08％：沖縄県では 98.11％）」（第 1 因子）、 
「No.13 年中行事を大切にする（68.42％：沖縄県では 75.47％）」（第 2 因子）、 
「No.16 先祖のお墓参りに行く（62.50％：沖縄県では 83.02％）」（第 2 因子）、 
「No.22 日本人を愛する。大切に思う（60.53％：沖縄県では 54.72％）」（第 4 因子）、 
「No.25 夢や目標を持つ（53.29％：沖縄県では 86.79％）」（第 3 因子）、 
「No.26 自然を大切にする（63.82％：沖縄県では 90.57％）」（第 3 因子）の 13 項目であったが、 
沖縄県では、 
「No.14 家族揃って、食事をする（67.92％：他県では 82.89％）」（第 3 因子）、 
「No.22 日本人を愛する。大切に思う（54.72％：他県では 60.53％）」（第 2 因子）、 
「No.23 世界中の人を愛する。大切に思う（64.15％：他県では 46.71％）」（第 2 因子）、 
「No.27 自然と調和した生き方をする（67.92％：他県では 48.68％）」（第 2 因子）の 4 項目であった。 
 
次に、「する必要はない」との回答率が最も高く、その比率が 70％以上になった項目は、他県では
「No.19 太陽に手を合わせる（83.55％）」（第 2 因子）の１項目であった。この項目は「どちらと













「No.20 日本の国を愛する。大切に思う（44.74％：沖縄県では 39.62％）」（第 4 因子）、 
「No.23 世界中の人を愛する。大切に思う（46.71％：沖縄県では 24.53％）」（第 4 因子）、 
「No.24 夢や目標を実現させるために、努力や辛抱をする（42.76％：沖縄県では 11.32％）」（第 3
因子）、 




最後に、判断が 3 群に均等にばらついたのは、他県では、「No.17 自分の先祖を大切に思う
（46.05％：沖縄県では 81.13％）」、「No.18 神仏に手を合わせる」の 2 項目であった。沖縄県では、
「No.18 神仏に手を合わせる（するべきだ：45.28％、どちらでもよい：30.19％、する必要はない：
24.53％）」（第 4 因子）、「No.20 日本の国を愛する。大切に思う（するべきだ：43.40％、どちらでも
よい：39.62％、する必要はない：16.98％）：（他県では、するべきだ：44.74％）」の 2 項目であった。 
 












る人に席をゆずる（71.70％：他県では 59.87％）」の 1 項目であった。 
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次に、「道徳」と領域判断された回答率が 70％未満 60％以上になった項目は、他県では「No.1 他
人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う（61.84％：沖縄県では 56.60％）」の１項目
のみであったが、沖縄県では 1 項目もみられなかった。 
 
次に、「道徳」と領域判断された回答率が 60％未満 50％以上になった項目は、他県では 
「No.2 家族の人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う（54.61％：沖縄県では 43.40％）」、 
「No.7 乗り物の中で、障害のある人、怪我をしている人に席をゆずる（59.87％：沖縄県では
71.70％）」、 
「No.26 自然を大切にする（51.97%：沖縄県では 47.17％）」の３項目であった。 
なお「No.2」は、「社会的慣習」が 13.16%とやや低い比率を示し、「個人」が 32.24%とほぼ同率
であり、「No.7」は、「社会的慣習」が 28.95%、「個人」が 11.18%と共にほぼ同率であり、「No.26」
は、「社会的慣習」が 26.32%、「個人」が 21.71%とほぼ同率を示した。 
沖縄県では「No.1 他人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う（56.60％：他県では
61.84％）」、 
「No.6 乗り物の中で、お年寄りに席をゆずる（50.94％：他県では 42.11％）」の 2 項目であった。 
なお「No.1」は「社会的慣習」が 33.96%であり、「個人」が 9.43%であった。「No.6」は、「社会
的慣習」が 41.51%、「個人」が 7.55%であった。 
 
次に、「道徳」と領域判断された回答率が 50％未満 40％以上になった項目は、他県では 
「No.6 乗り物の中で、お年寄りに席をゆずる（42.11％：沖縄県では 50.94％）」、 
「No.15 親孝行する（46.71％：沖縄県では 45.28％）」の２項目であった。 
なお「No.6」は、「社会的慣習」が 38.16%とほぼ同率、「個人」が 19.74%とやや低い比率であり、
「No.15」は、「社会的慣習」が 9.21%と低い比率を示し、「個人」が 44.08%とほぼ同率を示した。 
沖縄県では、「道徳」と領域判断された回答率が 50％未満 40％以上になった項目は、 
「No.15 親孝行する（45.28％：他県では 46.71％）」、 
「No.2 家族の人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う（43.40％：他県では 54.61％）」、 
「No.12 法律を守る（47.17％：他県では 53.95％）」 
「No.26 自然を大切にする（47.17％：他県では 51.97%）」 
なお「No.2」は、「社会的慣習」が 18.87%と低い比率を示し、「個人」が 37.74%とほぼ同率であ
った。「No.12」は、「社会的慣習」が 50.94%とほぼ同率を示し、「個人」が 1.89%と低い比率御を示













「No.10 小学生・中学生が校則を守る（62.26％：他県では 50.00％）」、 














「No.3 近所の人に挨拶をする（54.72％：他県では 61.18％）」、 
「No.5 年上の人に対して敬語を使う（56.60％：他県では 48.03％）」、 
「No.9 乗り物の中で、障害のある人、怪我をしている人に席をゆずる（50.94％：他県では 57.24％）」、 
「No.12 法律を守る（50.94％：他県では 53.95％）」 
「No.13 年中行事を大切にする（56.60％：他県では 48.68％）」 
なお「No.3」は「道徳」が 24.53％と低い比率を示し、「個人」も 20.75％と低い比率を示した。「No.5」
は「道徳」が 33.96％とほぼ同率を示し、「個人」は 9.43％と低い比率を示した。「No.9」は「道徳」




















「No.19 太陽に手を合わせる（74.34％：沖縄県では 84.91％）」、 
「No.24 夢や目標を実現させるために、努力や辛抱をする（83.55%：沖縄県では 79.25％）」、 




「No.19 太陽に手を合わせる（84.91％：他県では 74.34％）」、 
「No.24 夢や目標を実現させるために、努力や辛抱をする（79.25％：他県では 83.55%）」であった。 
なお「No.8」は「道徳」が 1.89%と低い比率を示し、「社会的慣習」も 22.64%と低い比率を示し
た。「No.19」は「道徳」が 5.66%、「社会的慣習」も 9.43%と共に低い比率を示した。「No.24」は「道




「No.21 自分の故郷を愛する。大切に思う（65.79％：沖縄では 64.15％）」、 
「No.22 日本人を愛する。大切に思う（65.79％：沖縄県では 58.49％）」の２項目であった。 
沖縄県では 
「No.20 日本の国を愛する。大切に思う（60.38％：他県では 55.26%）」、 
「No.21 自分の故郷を愛する。大切に思う（64.15％：他県では 65.79％）」、 
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「No.25 夢や目標を持つ（66.04％：他県では 84.21％）」の 3 項目であった。 
なお「No.20」は「道徳」が 7.55%と低い比率を示し、「社会的慣習」は 32.08%を示した。「No.21」





「No.14 家族揃って、食事をする（58.55％：沖縄県では 47.17％）」、 
「No.17 自分の先祖を大切に思う（50.00％：沖縄県では 47.17％」、 
「No.18 神仏に手を合わせる（55.92％：沖縄県では 50.94％）」、 
「No.20 日本の国を愛する。大切に思う（55.26%：沖縄県では 60.38％）」、 
「No.23 世界中の人を愛する。大切に思う（51.32%：沖縄県では 52.83％）」の５項目であった。 
なお「No.14」は、「道徳」が 16.45%と低く、「社会的慣習」が 25.00%とやや低い比率を示し、「No.17」
は、「道徳」が 28.29%、「社会的慣習」が 21.71%と共にやや低い比率を示し、「No.18」は、「道徳」
が 19.74%、「社会的慣習」が 24.34％と共にやや低い比率を示し、「No.20」は、「道徳」が 21.71%、
「社会的慣習」が 23.03％と共にやや低い比率を示した。 
沖縄県では 
「No.18 神仏に手を合わせる（50.94％：他県では 55.92％）」、 
「No.23 世界中の人を愛する。大切に思う（52.83％：他県では 51.32%）」の 2 項目であった。 
なお「No.18」は「道徳」が 18.87%は低い比率を示し、「社会的慣習」は 30.19%でほぼ同率を示





徳」が 26.97%、「個人」が 29.61%とやや低い比率を示した。沖縄県では 
「No.14 家族揃って、食事をする（47.17％：他県では 58.55％）」、 
「No.17 自分の先祖を大切に思う（47.17％：他県では 50.00％）」、 
「No.27 自然と調和した生き方をする（43.40％：他県では 43.42％）」の 3 項目であった。 
なお「No.14」は「道徳」が 16.98%と低い比率を示し、「社会的慣習」は 35.85%とほぼ同率を示
した。「No.17」は「道徳」が 35.85%とほぼ同率を示し、「社会的慣習」は 16.98%と低い比率を示し
た。「No.27」は「道徳」が 28.30%、「社会的慣習」も 28.30%と低い比率を示した。 
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最後に、判断が３領域に均等にばらついたのは、他県では「No.16 先祖のお墓参りに行く」の１















































ところが、他県の調査結果では、「道徳」領域として判断される比率が 70％を超える項目は 1 つも
なかった。また沖縄県の調査結果では、70％を超える項目が多くみられるのではないかと思っていた
が、「No.7 乗り物の中で、障害のある人、怪我をしている人に席をゆずる」（71.70％）の 1 項目の
みであった。 
他県で、「道徳」領域として 50％以上が判断した項目は、27 項目中、4 項目にすぎず、沖縄県では、
3 項目にすぎなかった。それでは「社会的慣習」領域として判断されているのだろうか。他県でも、
沖縄県でも「社会的慣習」領域として判断される比率が 70％を超える項目は 1 項目もなかった。60％
以上が判断した項目は、他県で 1 項目、沖縄県で 2 項目であった。50％以上が「社会的慣習」領域だ
と判断する項目は、合計で 5 項目、沖縄県で合計 7 項目であった。 
即ち、道徳の教科書に書かれている内容が、「道徳」としても、「社会的慣習」としても判断されな
い状況にあるということである。それでは「個人」領域として判断される比率が 70％を超える項目
はいくつあったかということである。他県では 4 項目、沖縄県では 3 項目であった。60％以上に下げ
ると、他県では合計 6 項目、沖縄県では合計 5 項目であった。50％以上に下げると、他県では合計
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